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トピックス
●ゼロカーボンシティって？武豊も？
地球温暖化防止のため、温室効果ガスである二酸化炭素排出量を2050年までに実質ゼロを目指し
取り組む自治体のこと。武豊町は2021年2月2日に宣言しました。

　
長
期
的
に
安
全
安
心
な
水
道
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
視
点
で
検
討

水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た

目
的
は
。

水
道
の
基
盤
強
化
を
実
現

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
い
つ

で
も
安
全
で
安
心
な
水
道
を
持
続
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
経
営
戦
略
の
要
素
を

加
え
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
12
年
度

を
計
画
期
間
と
し
た
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
た
。

水
道
事
業
と
し
て
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
に
向
け
た
対
応
は
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制

に
取
り
組
む
こ
と
は
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
今
後
、
設
備
の
改
築
更

新
の
際
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

視
点
を
も
っ
て
検
討
を
行
い
た
い
。

　
加
え
て
、
水
道
の
水
の
自
然
の
流
れ

を
活
用
し
た
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
に
つ

い
て
も
武
豊
町
水
道
事
業
に
合
っ
た
か

た
ち
の
物
が
な
い
か
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

水
道
料
金
改
定
の
見
通
し
は
あ
る

の
か
。計

画
期
間
を
、
令
和
３
年
度

か
ら
令
和
12
年
度
と
し
て
い

る
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
基
幹
管

路
の
耐
震
化
、
お
よ
び
電
気
機
械
設
備

の
更
新
工
事
が
集
中
す
る
た
め
、
内
部

留
保
資
金
は
年
々
減
少
す
る
が
、
世
代

間
の
公
平
も
考
慮
し
、
企
業
債
の
借
り

入
れ
を
す
る
こ
と
で
、
計
画
期
間
内
の

料
金
改
定
の
必
要
は
な
い
と
見
込
ん
で

い
る
。

町政への質問　　会派代表

QQ A

A

A

▲重要給水施設管路耐震化工事

Q

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部

総 福 建
企 経 教

Q 

安
全
・
安
心
な
水
道
事
業
を

Ａ 

水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た

み
ら
い　

久
野　
勇

建町長

建

議会だより特別委員会
住民に読まれ議会活動伝わる

町
村
議
会
広
報
研
修
会

　
８
月
３
日
に
ア
イ
リ
ス
愛
知

に
て
令
和
３
年
度
町
村
議
会
広

報
研
修
会
に
委
員
５
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
「
住
民
に
読
ま
れ　
議
会
活

動
が
伝
わ
る
議
会
広
報
の
基
本

と
編
集
」
に
つ
い
て
、
議
会
広

報
サ
ポ
ー
タ
ー
芳
野
正
明
氏
よ

り
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
会
広
報
ク
リ
ニ

ッ
ク
が
あ
り
、
た
け
と
よ
議
会

だ
よ
り
に
対
し
て
、
評
価
と
改

善
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
評
・
特
徴
・
改
善
点

・
予
算
を
は
じ
め
議
案
関
係
の

報
告
を
比
較
的
多
く
出
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
審
議
の
記

事
は
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
議
事
公
開
を
拡
大
し
た

い
。

・
代
表
質
問
や
個
人
質
問
に
は

多
く
の
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い

ま
す
。
見
出
し
の
建
て
方
の

基
本
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
習
熟

し
た
い
。

・
住
民
参
加
の
記
事
、
住
民
登

場
の
常
設
企
画
の
検
討
を
。

委
員
会
で
改
善
！

　
８
月
６
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
前
段
の
「
総
評
・
特
徴
・

改
善
点
」
に
つ
い
て
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
変
更
や
事
務
局

異
動
に
よ
り
議
会
だ
よ
り
作
成

に
不
備
が
生
じ
な
い
よ
う
「
議

会
だ
よ
り
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
今
号
よ
り
一
部
新
し
い
デ
ザ

イ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

み
な
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
広
報
誌
を
目
指
し
、
改
良
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
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会派代表　　町政への質問

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
の
拡
大
を

知
多
半
島
内
の
子
ど
も
医
療
費
の

助
成
の
状
況
は
。

平
成
29
年
４
月
よ
り
、
南
知

多
町
が
、
18
歳
到
達
の
年
度

末
ま
で
通
院
・
入
院
と
も
全
額
助
成
を

実
施
し
て
い
る
。

　

令
和
２
年
４
月
よ
り
、
東
海
市
が
、

大
学
生
な
ど
ま
で
入
院
の
み
全
額
助
成

を
実
施
し
、
半
田
市
が
、
18
歳
到
達
の

年
度
末
ま
で
通
院
を
一
部
助
成
、
入
院

を
全
額
助
成
し
て
い
る
。

通
院
・
入
院
の
助
成
を
18
歳
到
達

の
年
度
末
ま
で
拡
大
す
る
考
え

は
。

愛
知
県
内
の
市
町
村
に
お
け

る
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

は
、
18
歳
到
達
の
年
度
末
ま
で
と
し
て

い
る
市
町
村
が
、年
々
増
加
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
対
す
る
現

時
点
の
本
町
の
考
え
方
は
、
県
内
の
状

況
な
ど
か
ら
助
成
対
象
者
の
拡
大
に
つ

い
て
、
実
施
に
向
け
た
議
論
を
具
体
的

に
進
め
る
時
期
が
来
た
と
の
認
識
で
あ

る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
事
業
は
恒
久
的
な
財

源
が
必
要
と
な
る
の
で
、
財
政
状
況
や

制
度
内
容
、
運
用
方
法
な
ど
多
角
的
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
加
え
て
、
条
例
改
正
や
福
祉
医
療
シ

ス
テ
ム
の
改
修
、
お
子
様
を
持
つ
保
護

者
の
皆
様
や
医
療
関
係
者
に
対
し
周
知

す
る
期
間
も
必
要
と
な
る
。

　
今
後
は
、
他
市
町
の
状
況
を
加
味
し

な
が
ら
、
事
業
実
施
に
向
け
た
準
備
を

進
め
る
。

　
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、
多
種
多

彩
で
ほ
と
ん
ど
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

状
況
に
は
な
い
。　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

現
状
、
町
の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

残
念
な
が
ら
、
人
家
が
少
な

く
、
人
目
に
つ
か
な
い
一
部

の
地
域
な
ど
で
は
、
ポ
イ
捨
て
は
後
を

絶
た
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
今

年
度
は
、
現
場
周
辺
の
監
視
が
で
き
る

よ
う
に
、
移
動
可
能
な
監
視
カ
メ
ラ
を

３
台
購
入
し
た
。

「
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
拾
い
隊
」
な
ど

新
た
な
団
体
に
対
し
て
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
協
力
が
で
き
る
か
。　

新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

を
結
成
し
て
活
動
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
提
案
型
協
働
事
業
交
付

金
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
一
定
の
活
動
支
援
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

ど
こ
か
収
集
場
所
を
指
定
し
て
も

ら
え
る
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ポ
イ

捨
て
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
た
だ
け

る
方
々
も
助
か
る
が
い
か
が
か
。

ご
み
拾
い
を
個
人
で
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の

方
々
は
、
拾
っ
た
ご
み
を
個
々
で
購
入

し
た
指
定
袋
を
使
い
ご
み
集
積
所
に
捨

て
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ご
み
処
理
有
料
化
に
よ
る
ご
負
担
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
現
在
は
、
ご

み
袋
の
支
給
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
常

武
へ
の
搬
入
手
数
料
の
減
免
と
い
っ
た

支
援
や
、
指
定
ご
み
袋
を
使
用
せ
ず
に

集
め
た
ご
み
は
役
場
へ
持
ち
込
ん
で
い

た
だ
く
案
内
を
し
て
い
る
。

Q QA A

QQQ AA

A

トピックス
●ごみのポイ捨ては法律違反ですよ！
ごみのポイ捨ては、少量のごみであっても不法投棄と同じ立派な法律違反であり、様々な法律により禁止されています。ポイ捨ては絶対に
やめましょう。

経

町長

▲禁止看板の隣に捨てられたポイ捨てゴミ

Q 

ポ
イ
捨
て
へ
の
対
応
は

Ａ 

週
４
回
２
人
体
制
で
回
収
作
業

Q 
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
の
拡
大
は

Ａ 
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る

政
和
ク
ラ
ブ　

南　
賢
治

き
ず
な　

青
木　
宏
和

町長 福

経
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乳
幼
児
教
育
・
保
育
は
重
要
な
社
会

教
育
の
出
発
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
希

望
者
が
何
の
心
配
も
な
く
幼
児
教
育
・

保
育
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。な

ぜ　
有
償
な
の
か

０
歳
か
ら
２
歳
児
に
つ
い
て
、
住

民
税
非
課
税
、
第
３
子
以
降
の
幼

児
以
外
は
保
育
料
、
給
食
費
と
も
有
償

と
な
っ
て
い
る
。

　
な
ぜ
、
保
育
料
、
主
食
費
・
副
食
費

が
実
費
徴
収
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

本
町
の
「
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
」お
よ
び
主
食
費
、

副
食
費
に
つ
い
て
は｢

国
の
制
度｣

「
内

閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
」
の
通
知
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
。

３
号
認
定
の
保
育
園
児
の
無
償
化

に
つ
い
て
見
解
を
求
め
る
。

現
在
の
保
育
料
は
、
所
得
に

応
じ
た
負
担
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
、
教
育
・
保
育
の
機
会
の
平
等

性
に
つ
い
て
の
考
慮
も
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
町
単
独
事
業
で
０
歳
児

か
ら
２
歳
児
ま
で
の
３
号
認
定
の
保
育

料
を
無
償
化
す
る
と
入
所
希
望
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
保
育
園
の
設
備
の
規

模
や
保
育
士
の
定
員
か
ら
、
受
け
入
れ

が
困
難
な
状
況
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
保
育
料
を
無
償
化
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

知
多
で
補
助
し
て
い
る
市
町
は

知
多
地
域
で
保
育
園
な
ど
に
、
独

自
で
補
助
を
出
し
て
い
る
自
治
体

は
あ
る
か
。知

多
５
市
４
町
で
、
現
在
、

給
食
費
を
市
町
独
自
助
成
し

て
い
る
自
治
体
は
、東
海
市
、東
浦
町
、

南
知
多
町
、
美
浜
町
で
あ
る
。

　
死
産
を
含
め
た
周
産
期
の
喪
失
に
伴

う
悲
嘆
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
１
年
か
ら
数

年
間
持
続
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
専
門
家
か
ら
は
、
極
度
の
不
安
や

抑
う
つ
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の

問
題
が
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。　

辛
い
を
経
験
し
た
方
々
へ
の
支
援

本
町
に
お
け
る
産
婦
健
康
診
査
事

業
で
は
、
利
用
対
象
者
に
流
産
・

死
産
を
経
験
し
た
女
性
は
入
り
ま
す
か
。

対
象
者
は
「
産
後
２
カ
月
に

満
た
な
い
方
」
と
し
て
お
り

ま
す
。
産
後
の
身
体
機
能
の
回
復
状
況

や
「
産
後
う
つ
病
」
に
関
す
る
質
問
票

を
使
っ
た
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を

実
施
。
流
産
・
死
産
を
経
験

し
た
女
性
に
つ
い
て
も
事
業

の
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

事
業
対
象
者
の
拡
充
を

出
産
は
第
一
子
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
保
育
が
必
要
な
兄
弟
姉
妹
が

い
る
場
合
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
流
産
・

死
産
を
経
験
し
た
住
民
の
方
々
も
、

ゆ
っ
く
り
と
心
と
身
体
を
休
め
回
復
を

は
か
る
た
め
に
も
、
本
町
に
お
け
る
産

後
ケ
ア
事
業
の
対
象
者
に
加
え
る
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

流
産
死
産
を
経
験
さ
れ
た
方

で
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
で
必

要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
有
効
な
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
「
産
後
ケ

ア
事
業
」
を
委
託
先
と
協
議
す
る
な

ど
、
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

QQ

Q

AA

A

Q

Q

A

A

トピックス
●幼児教育・保育の無償化って？
幼稚園、保育所、認定こども園などを利用する3歳から5歳時クラスの子どもたちや住民税非課税世帯の
0歳から2歳児クラスまでの利用料が無料です。2019年10月から。

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部

総 福 建
企 経 教

町政への質問　　会派代表

Q 

産
後
ケ
ア
事
業
対
象
者
の
拡
充
を

Ａ 

支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

Q 

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
を　

Ａ 
現
状
で
は
考
え
て
い
な
い

公
明
党
議
員
団　

鳥
居　
美
和

日
本
共
産
党
議
員
団　

梶
田　
進

福町長

福

福

福

▲六貫山保育園の様子
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千
葉
県
八
街
市
で
起
き
た
交
通
事
故

は
、
本
町
で
も
起
こ
り
得
る
事
故
で
あ

る
。
通
学
路
の
安
全
対
策
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

緊
急
点
検
後
、
早
急
に
対
策
検
討

事
故
を
受
け
て
何
か
対
策
を
す
る

か
。

八
街
市
の
事
故
を
受
け
、
直

ち
に
通
学
路
の
緊
急
点
検
を

行
い
、
対
策
を
必
要
と
す
る
箇
所
を
洗

い
出
し
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
交
通
量

が
多
く
、
歩
道
は
あ
る
が
防
護
柵
の
設

置
の
な
い
２
路
線
に
防
護
柵
を
設
置
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
通
学
路
に
お
け
る
歩
道
の
確
保
は
、

用
地
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
整
備
に

時
間
を
要
す
る
が
、
国
や
県
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
通
学

路
の
安
全
に
つ
い
て
対
策
し
て
い
く
。

ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
ま
た
は
ゾ
ー

ン
30
の
設
定
の
考
え
は
。

ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
お
よ
び

ゾ
ー
ン
30
の
設
定
は
、
範
囲

を
指
定
す
る
区
域
の
方
々
の
ご
理
解

や
、
周
辺
道
路
へ
の
影
響
な
ど
課
題
が

大
き
い
た
め
、
現
時
点
で
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

主
要
道
路
の
整
備
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
通
学
路
へ
の
車
両
の
進

入
を
抑
止
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

都
市
計
画
道
路
知
多
東
部
線

を
南
へ
延
伸
す
る
こ
と
に
よ

り
、
通
学
路
へ
の
通
過
交
通
が
減
少

し
、
通
学
路
の
安
全
確
保
に
繋
が
る
と

考
え
る
。
そ
の
他
の
主
要
道
路
も
含

め
、
県
へ
は
整
備
の
必
要
性
を
強
く
訴

え
、
粘
り
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
籾
山
町
長
に
は
、
今
の
５
期
目
に
本

町
に
と
っ
て
重
要
な
建
設
事
業
や
ビ
ジ

ョ
ン
作
成
を
成
し
遂
げ
て
欲
し
い
。

老
朽
化
し
た
施
設
の
建
て
替
え
を

東
大
高
保
育
園
と
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
と
も
に
耐
震
工
事
済
み

で
は
あ
る
が
、
老
朽
化
率
１
０
０
％
の

施
設
で
あ
る
。
保
育
園
に
は
多
く
の
子

ど
も
が
通
い
、
２
つ
の
施
設
で
は
、
多

く
の
方
々
が
働
い
て
い
る
。
早
期
建
て

替
え
に
向
け
、
計
画
を
立
て
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

東
大
高
保
育
園
お
よ
び
あ
お

ぞ
ら
園
の
新
築
工
事
は
本
年

度
に
基
本
設
計
、
２
０
２
２
年
度
に
実

施
設
計
、
23
年
度
か
ら
工
事
を
行
い
、

24
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新
築
工
事
は
23

年
度
に
基
本
設
計
を
行
い
、
２
・
３
年

を
か
け
て
整
備
を
進
め
て
い
く
計
画
で

あ
る
。加
え
て
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、

東
大
高
保
育
園
お
よ
び
併
設
さ
れ
る
あ

お
ぞ
ら
園
の
建
て
替
え
に
あ
た
っ
て

は
、
隣
接
す
る
熊
野
池
公
園
も
一
体
的

に
整
備
を
進
め
る
。

Q

Q

Q A

A

A

トピックス
●ゾーン30って？
生活道路において区域（ゾーン）（通学路など）を定め、歩行者や自転車の安全な通行を確保するための交通安全対策の一つです。

QA

総

▲給食センターと東大高保育園

▲防護柵を設置する六貫山線
（緑丘小学校前）

Q 

老
朽
化
し
て
い
る
施
設
建
替
え
を

Ａ 

保
育
園
、
給
食
セ
ン
タ
ー
着
手

Q 
通
学
路
の
安
全
対
策
を

Ａ 
防
護
柵
を
設
置
す
る
予
定

み
ら
い　

福
本　
貴
久

み
ら
い　

森
田　
義
弘

個人質問　　町政への質問

町長

建

町長



武豊町の議会だより  No.177　2021年10月15日発行 12

　
近
年
頻
発
す
る
豪
雨
災
害
で
は
、
多

く
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
、
逃
げ
遅

れ
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
本
年
５
月
、

災
害
対
策
基
本
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、

避
難
行
動
要
支
援
者
に
つ
い
て
「
個
別

避
難
計
画
」
の
作
成
が
、
市
町
村
の
努

力
義
務
と
さ
れ
た
。

防
災
に
福
祉
の
参
画
を
！

普
段
か
ら
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

ケ
ア
に
携
わ
る
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
福
祉
専
門
職
が
「
災
害
ケ
ア
プ

ラ
ン
」
を
作
成
し
「
個
別
避
難
計
画
」

作
成
に
役
立
て
る
取
り
組
み
を
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

災
害
時
の
ケ
ア
の
継
続
に
も

役
立
ち
、
よ
り
実
効
性
の
あ

る
「
個
別
避
難
計
画
」
の
作
成
が
期
待

で
き
る
。
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
も

参
考
に
し
、
福
祉
職
と
連
携
し
な
が

ら
、
進
め
て
参
り
た
い
。

 「
個
別
避
難
計
画
」
に
つ
い
て
、

ま
ず
は
、
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
地

域
や
家
族
な
ど
の
支
援
者
が
い
な
い
方

か
ら
、
進
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

計
画
作
成
の
優
先
度
に
基
づ

い
た
対
象
地
区
、
お
よ
び
対

象
者
の
選
定
や
福
祉
関
係
者
の
参
画
を

得
た
、
推
進
体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
と
平
行
し
て
、

避
難
支
援
者
の
方
々
や
、
福
祉
関
係
者

に
「
個
別
避
難
計
画
」
の
目
的
、
制
度

概
要
、
作
成
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
説
明
を
行

い
「
個
別
避
難
計
画
」
の
作
成
を
進
め

て
参
り
た
い
。

　
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
罹
患
し
、
３

人
に
１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
る
と
い
う

時
代
。
本
町
に
お
い
て
も
が
ん
検
診
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
受
診
率

が
向
上
し
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
。早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
が
ん
を
克
服
で
き
る
時
代

で
も
あ
る
。早
期
発
見
の
手
法
と
し
て
、

採
尿
し
た
検
体
の
匂
い
か
ら
、
嗅
覚
に

優
れ
た
線
虫
を
使
っ
た N

-N
O

SE

の

検
査
を
が
ん
検
診
に
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
こ
の
問
題
を
解
決
で
き
る
。

線
虫
が
ん
検
診　

N
-N

O
SE

N
-N

O
SE

は
僅
か
な
尿
で
検
査

が
で
き
、
ス
テ
ー
ジ
０
や
１
と
い

う
早
期
の
が
ん
も
発
見
可
能
。
一
度
の

検
査
で
15
種
類
の
が
ん
リ
ス
ク
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。
線
虫
が
陽
性
と
見

分
け
る
感
度
は
86
・
３
％
、
陰
性
と
見

分
け
る
特
異
度
は
90
％
と
高
精
度
で
あ

る
。（
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
感
度
は
25
％
）

本
町
の
が
ん
検
診
に
、
ま
ず
陽
性
か
陰

性
か
の
見
極
め
の
た
め
に
、N-N

O
SE

を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

N
-N

O
SE

は
令
和
２
年
に
実

用
化
さ
れ
た
新
し
い
検
査
法

で
あ
り
、
国
・
県
か
ら
の
推
奨
も
な
い

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
採
用
す
る
予

定
は
な
い
。

　
が
ん
の
恐
怖
、
死
の
恐
怖
か
ら
町
民

を
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
早
期
発
見
の
切
り
札
と

し
て
、
一
刻
も
早
い N

-N
O

SE 

の
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
採
用
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
。

QQ A

A

Q

A

町政への質問　　個人質問

トピックス
●N-NOSE（エヌノーズ）って何？
3人に1人ががんで亡くなる現状において、がんの早期発見のため、広津崇亮博士が考案した線虫による
がん検査の手法。嗅覚に優れた線虫は、人の尿におけるがんの匂いに引き寄せられ、早期がんの発見に
期待されます。

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部

総 福 建
企 経 教

Q 

が
ん
検
診
にN

-N
O

SE

を

Ａ 

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

Q 

個
別
避
難
計
画
に
福
祉
の
参
画
は

Ａ 
福
祉
関
係
者
の
参
画
を
進
め
た
い

　

本
村　
強

公
明
党
議
員
団　

甲
斐
百
合
子

町長

総

▲防災福祉探検隊の様子（2019 年）

町長

株式会社 HIROTSU
バイオサイエンス　
代表取締役　広津崇亮氏

N-NOSE考案者
経歴
1995 年　東京大学理学部
　　　　　生物学科卒
2001 年　東京大学大学院
　　　　　理学博士
2016 年　株式会社 HIROTSU
　　　　　バイオサイエンス
　　　　　設立
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視
覚
障
が
い
者
が
、
健
や
か
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
当
事
者
の
声
を

し
っ
か
り
伝
え
、
施
策
に
活
か
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

住
民
窓
口
課
の
前
が
怖
い

多
く
の
来
庁
者
が
あ
り
、
大
変
混

雑
す
る
状
況
が
多
く
み
ら
れ
る
の

で
、
通
路
ス
ペ
ー
ス
を
分
離
で
き
な
い

か
。

受
付
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
縮
小

し
、
混
み
具
合
が
増
す
恐
れ

も
あ
り
、
通
路
の
分
離
設
置
は
難
し

い
。
１
階
ロ
ビ
ー
に
案
内
係
も
い
る
の

で
、
職
員
に
よ
る
案
内
で
対
応
さ
せ
て

頂
く
。

助
成
制
度
の
使
い
勝
手
が
悪
い

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
は
、

進
行
性
の
視
覚
障
が
い
の
場
合
、

耐
用
年
数
以
内
で
あ
っ
て
も
、
給
付
金

の
上
限
以
内
で
あ
れ
ば
、
給
付
対
象
に

な
る
の
か
。原

則
、
給
付
の
対
象
に
は
な

ら
な
い
。
補
装
具
費
支
給
制

度
の
補
装
具
を
利
用
し
て
、
対
応
で
き

る
場
合
も
あ
る
。

読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

電
子
図
書
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
来
館
す
る
こ
と
な

く
利
用
が
で
き
、
蔵
書
の
紛
失
や
汚
損

も
防
げ
、
返
却
の
遅
延
も
な
く
な
る
。

視
覚
障
が
い
者
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の

住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
と

考
え
る
が
、
導
入
へ
の
見
解
は
。

先
行
的
に
電
子
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
て
い
る
公
共
図

書
館
や
近
隣
市
町
の
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
臨
港
道
路
武
豊
線
・
武
豊
美
浜
線
の

４
車
線
化
事
業
が
始
ま
り
、
里
中
東
交

差
点
へ
の
信
号
設
置
も
公
安
委
員
会
へ

要
望
し
て
い
る
。

事
故
の
無
い
よ
う
早
期
の
案
内
を

知
多
南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー・

屋
内
温
水
プ
ー
ル
施
設
オ
ー
プ
ン

時
の
各
施
設
へ
の
交
通
規
制
は
。

屋
内
温
水
プ
ー
ル
と
地
域
交

流
施
設
の
芝
生
広
場
を
一
体

化
し
て
整
備
す
る
た
め
、
町
道
の
車
両

通
行
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
屋

内
温
水
プ
ー
ル
と
大
足
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
は
臨
港
道
路
を
北
進
し
て
進

入
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
９
月
中

に
４
カ
所
の
交
差
点
に
予
告
看
板
設
置

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
屋
内
温
水

プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
時
に
は
サ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
で
案
内
を
予
定
し
て
い
る
。
知
多

南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
里
中
東
交
差
点
か
ら
出
入
り
す
る

こ
と
を
２
市
３
町
で
合
意
し
て
い
る
。

臨
港
道
路
４
車
線
化
事
業
に
伴
う

交
通
規
制
は
。

信
号
設
置
が
さ
れ
る
様
な
主

要
な
交
差
点
以
外
は
基
本
的

に
中
央
分
離
帯
が
設
置
さ
れ
、
東
西
の

通
行
が
規
制
さ
れ
る
。

大
足
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
混
雑
時

の
対
応
は
。

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
待
機

車
両
は
臨
港
道
路
武
豊
美
浜

線
に
連
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
東
側
部
分
の
路

側
帯
の
幅
員
を
広
げ
50
メ
ー
ト
ル
程
の

待
機
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
。

個人質問　　町政への質問

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A A

A
福

トピックス
●電子図書って？
紙ではなく電子的に記録され、画面で読む本や雑誌をいいます。 PCやスマートフォン、タブレットで閲覧用アプリを用いたり、
電子書籍リーダーなどで閲覧するものです。

Q 

早
期
の
交
通
規
制
の
周
知
を

Ａ 

交
差
点
４
カ
所
に
予
告
看
板
設
置

Q 
視
覚
障
が
い
者
の
声
の
把
握
を

Ａ 
関
係
者
も
含
め
幅
広
く
聞
く

き
ず
な　

青
木　
信
哉

政
和
ク
ラ
ブ　

石
川　
義
治

▲国道 247 号から車両通行不可になる町道

総

教

町長

経 建
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町政への質問　　個人質問
　
性
別
役
割
分
担
意
識
や
性
差
に
関
す

る
偏
見
・
固
定
概
念
の
解
消
を
学
ぶ
教

育
現
場
に
携
わ
る
武
豊
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
（
以
下
町
Ｐ
連
）
に
お
い
て
、

性
別
役
割
を
意
識
づ
け
る
役
職
が
あ
る

こ
と
は
矛
盾
し
て
い
る
。

町
Ｐ
連
の
考
え
を
尊
重

母
親
代
表
、
母
代
を
廃
止
す
る
こ

と
で
不
都
合
が
生
じ
る
の
か
。

町
Ｐ
連
に
は
、
上
部
組
織
で

あ
る
知
多
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
お
よ
び
愛
知
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
が
あ
り
、
そ
の
会
則
に
は
、

母
親
代
表
の
呼
称
が
規
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
会
へ
参
加
す
る
際
に
は
、
呼
称

で
参
加
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
母
親
代
表
、
母
代
は
、
女
性
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
副
会
長
に
対
す
る
呼
称
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
が
、運
営
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
町
Ｐ
連
の
考
え
を
尊

重
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
か
ら
は
、
他
の
自
治
体
か
ら
も
同
様

の
質
問
が
あ
り
、
役
員
会
で
は
検
討
を

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
の
件
に
つ

い
て
は
県
の
規
約
が
市
町
村
を
強
制
す

る
も
の
で
は
な
い
と
も
聞
い
て
お
り
ま

す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
の
県

の
動
向
を
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

へ
情
報
提
供
し
、
意
見
を
集
約
す
る
場

を
設
け
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

愛
知
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
の
動
向
を
情
報
提

供
し
、
町
Ｐ
連
の
考
え
を
尊
重
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q

Q

A

A

Q 

母
代
表
記
の
廃
止
で
不
都
合
は

Ａ 
上
部
組
織
の
会
則
に
よ
る
規
定

み
ら
い　

櫻
井　
雅
美

教

教

トピックス
●母親代表（母代）って、聞いたことあるよ！
小中学校におけるPTA役員のひとつ。保護者（特に母親）の代表で、PTA実務の中心者であることが多い
です。

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部

総 福 建
企 経 教

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト

　
７
月
30
日
に
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
２
カ
所
と
大
型
テ
ン
ト
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
み
ゆ
き
通
り
東
端
丁
字
交
差

点
に
お
い
て
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
を
検
討
し
て
い
る
と
説
明

を
受
け
た
た
め
で
す
。

　
常
滑
市
の
区
画
整
理
地
内
、

名
古
屋
市
内
共
に
一
辺
が
40
ｍ

程
有
り
ま
す
が
、
中
央
島
の
大

き
さ
が
違
い
ま
す
。

　
み
ゆ
き
通
り
東
端
丁
字
交
差

点
は
大
型
車
の
通
行
、
自
転
車

や
歩
行
者
の
安
全
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
必
要
な

大
き
さ
を
確
保
す
る
た
め
に
は

土
地
の
確
保
も
含
め
課
題
は
大

き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
型
テ
ン
ト
シ
ェ
ル
タ
ー

　
６
月
議
会
に
お
い
て
、
中
央

公
園
に
建
設
す
る
大
型
テ
ン
ト

シ
ェ
ル
タ
ー
の
工
事
請
負
締
結

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
参

考
に
し
た
東
浦
町
の
三
丁
公
園

の
テ
ン
ト
は
公
園
の
北
西
側
に

位
置
し
、
北
側
に
は
休
憩
所
と

防
災
倉
庫
が
一
体
と
な
っ
た
建

屋
と
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
テ
ン
ト
の
中
は
人
工
芝
に
な

っ
て
お
り
、
当
日
は
午
後
３
時

ご
ろ
で
、
雨
の
直
後
の
暑
い

中
、
テ
ン
ト
の
日
陰
の
中
で
多

く
の
小
中
学
生
が
利
用
し
て
い

ま
し
た
。

　
本
町
で
は
災
害
時
の
一
時
避

難
所
と
し
て
の
利
用
も
想
定
し

て
い
ま
す
。

建設経済委員会
環状交差点・大型テント調査

建設経済委員会
環状交差点・大型テント調査

▲名古屋市内の環状交差点
（ラウンドアバウト）

▲東浦町にある三丁公園

視察
報告
視察
報告


